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持続可能な収益性と将来にわたる健全性
～早期警戒制度等への対応について～

巻
頭
言

　令和３年12月24日、農協の自己改革の実践（徹底した組合員との対話活動による農業所得向上等）
や農協の持続可能な収益性と将来にわたる健全性の確保、早期警戒制度（※金融庁が金融機関の経
営状況を監視し、自己資本比率の悪化などがみられた場合に、早い段階で是正措置をとる制度）へ
の対応等の内容を盛り込んだ総合的な監督指針（農水省が農協を監督するにあたっての方針）が改
正され、令和４年１月１日に施行された。
　農協の持続可能な収益性と将来にわたる健全性の確保については、監督指針に次のように記載さ
れており、将来を予測し早め早めの対応を農協に求めている。

１．監督指針抜粋
　人口減少や高齢化の進展等により経営環境の厳しさが増す中において、組合が組合員の農業
所得向上等の取組みを強化するためには、各組合において、持続可能なビジネスモデルを構築
し、将来にわたる健全性を確保することが必要である。
　たとえ、現状収益が黒字経営で一定の健全性を維持していても、継続的に収益が悪化すれば、
将来の財務内容の懸念につながるため、持続可能な収益性・将来にわたる健全性についてモニ
タリングを行い、早め早めの経営改善を促していく必要がある。

　これを促すために、次の取組みが農協において行われているか行政は監督することとなる。

２．監督するにあたっての行政の着眼点、農協の対応の留意点
（１ ）経営陣は、的確な現状分析に基づき、時間軸を適切に意識し、実現可能性のある経営戦
略・計画を策定・実行すること。　

（２ ）こうした経営戦略・計画の策定・実行に当たって、組合の実情に応じ、例えば、収益性・
効率性や健全性等に係る定量的指標（コア事業純益、当期剰余金、自己資本比率等）、管
理会計その他の財務・経営分析、リスク管理分析等の経営管理手法を活用しながら、経営
戦略・計画の妥当性の検証や見直し等を行うこと。　

（３ ）また、経営施策の実施状況について、ＰＤＣＡサイクルの実践を通じて、目標未達の要
因を分析し、これを踏まえた改善対応策を策定・実施すること。　

（４ ）理事会は、経営陣による上記の取組みに対して、実効的な規律付けを行うべく、ガバナ
ンスを発揮すること。

　
　これらへの具体的な対応として、

３．監督指針に対する農協の具体的な対応
（１ ）毎年、５年後までの収支予測（成行シミュレーションの作成）をし、継続的に黒字を確
保できるのか、必要な自己資本比率を維持できるのか現状分析すること。

（２ ）現状分析した結果、収支が赤字になる等経営が悪化する見通しであれば、経営改善のた
めの改善策を立案すること。

（３ ）それら改善策によって、５年後までの対策後シミュレーションを作成し、改善が見込ま
れていること。

（４ ）また、これら改善策等の実行や農業所得向上等自己改革の実践のためには、経営者のリー
ダーシップや理事会機能、リスク管理委員会等の役割が発揮されていること　　等である。

　本会では、これら監督指針の改正に適切に対応するため、研修会、会議等の開催や手引書（「ＪＡ
ガバナンス・内部統制の確立・実効性強化の手引き」）の活用・周知等を通じてＪＡを支援するこ
ととしている。
　監督指針では、経営が悪化する見通しである場合は、店舗再編や資本増強対策、事業別・事業所
別の収益改善等の必要な業務改善を促し、さらに、業務改善を確実に実行させる必要性があれば業
務改善命令等を発出する内容となっている。そのため監督指針の改正内容については、慎重に対応
する必要がある。
　最後に、今後も、新型コロナウイルス感染症の影響やウクライナ危機による資源高の影響、人口
減少の進行等農業、農協をめぐる環境は大きく変化すると考えられる。
　こうした環境にあっても、組合員との徹底した対話を通じて課題を把握・共有し、農業者の所得
向上のための取組みを始めとする一層の自己改革にＪＡグループ一丸となって取組むことが必要で
ある。

ＪＡ青森中央会
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女性の意見をＪＡ運営に
意見交換で相互理解深める（11／１）

　ＪＡつがるにしきた女性部は、同ＪＡ本店で常勤理
事・女性理事と女性部本部役員との意見交換会を行った。
ＪＡに対して日頃感じている意見や要望を共有すること
で相互理解を深め、両組織の一層の活性化を目指すのが
目的。
　女性部からは、８月の記録的大雨による農産物の被害
状況、移動金融店舗の営業時間、肥料は何％高騰するの
かなど、意見や要望が出された。

賑わう収穫感謝祭　今年もりんご直売所オープン
（11／19）
　ＪＡつがる弘前は、農産物直売所「グリーンハウ
スかあさんの店」で「収穫感謝祭」を行った。同
ＪＡオリジナル商品や直売所の会員が育てた野菜、
手作りのゴマおこわなどを特別価格で販売した。
　同日、同直売所駐車場に令和４年産リンゴを販売
する「りんご直売所」もオープン。贈答用のリンゴ
を買い求める客で賑わった。同直売所は12月末まで
の設置を予定。

ＪＡＬ援農活動（10／21）
　ＪＡ相馬村管内などのリンゴ園地でＪＡＬ運行乗
務員が10月中の６日間、援農活動を行った。
　弘前市紙漉沢の園地で援農活動を行ったＪＡＬの
小山浩司副操縦士は、同活動の発起人。同活動はＪ
ＡＬ社内で、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の11
「住み続けられるまちづくりを」、15「陸の豊かさも
守ろう」として、積極的に進められている。

常勤理事が園地巡回　生産
者の悩み直に（11／９）
　ＪＡごしょつがるは、今
後の取組みや課題への対策
を検討するため、生産者と
の直接的な対話を重視し、
「出向く体制」の強化を図っ
ている。
　11月に入り同ＪＡ管内で
は「ふじ」が主体のリンゴ
晩生種の収穫が最盛期を迎
え、同ＪＡの野呂重正常務
は、指導課の宮崎浩美課長
と園地巡回を重ね、生産者
が苦労している部分や、今
後の作業量の話を聞き、状
況の把握に努めた。

女性部が県知事表彰　活動高い評価受け（11／10）
　ＪＡ青森の青森農協女性部南地域女性部は、2022年度県
いきいき男女共同参画社会づくり表彰にて「女性のチャレ
ンジ賞」を受賞した。表彰式は青森県庁で行われ、安田八
重子部長が表彰状を受け取った。
　同女性部は青森市浪岡地域の女性部で組織し、健全な食
と農を次世代に引き継ぐために行っているさまざまな活動
が高く評価された。

ＪＡごしょつがる
ＪＡつがる弘前

ＪＡつがるにしきた
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村
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キッズあぐり塾　大きなサツマイモ収穫（11／５）
　ＪＡ八戸は、八戸市農業経営振興センターで、今年度３回
目のキッズあぐり塾を開き、八戸市在住の小学生14人が参加
した。
　三八地域の農業について理解を深め、次世代に向けて活動
を行うため、八戸市と連携してキッズあぐり塾を５月から開
催。５月に定植した黄金千貫、紅あずまなど４品種のサツマ
イモやピーマン、ナガイモを収穫した。

ゴボウシーズン到来　豪雨乗り越え収穫（11／21）
　ＪＡ十和田おいらせ管内で、ゴボウの収穫と共選作
業が本格化している。
　10月から３月の秋冬シーズン出荷量は、年間量の８
割に当たる約2700㌧を見込む。寒さが厳しくなり鍋物
シーズンを迎え、高品質と良食味をアピールし、有利
販売につなげる。2022年は年間取扱高５億3500万円を
見込む。

３年ぶりのジャンボおにぎり完成（11／20）
　ＪＡ津軽みらいは、藤崎町の「第10回ふじさき秋まつり」
で恒例のジャンボおにぎりづくりを行った。
　同ＪＡ常盤基幹支店管内のときわ良質米生産部会が生産
した特Ａ米「青天の霹靂」５俵分（約300㌔）を使用した。
ジャンボおにぎりの作成は同部会員ら13人が行い、完成し
たおにぎりの高さは約２㍍。事前に準備したおにぎり2500
パックが無料で来場者に振る舞われた。

ナガイモ収穫最盛期（11／18）
　ＪＡゆうき青森の主力野菜の一つ、ナガイモの収穫
が最盛期を迎え、同ＪＡのながいも洗浄選別・貯蔵施
設で令和４年産の秋掘ナガイモの選果が開始し、同
ＪＡの荷捌き場に生産者らがコンテナいっぱいに入っ
たナガイモを続々と運び込んでいる。
　管内のナガイモの生産状況は、概ね平年・前年並み
の肥大となっているものの、形状は細長いナガイモが
多い。

ＪＡ十和田おいらせ

ＪＡおいらせ

ＪＡ津軽みらい
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　11月17日ＪＡグループ山形を代表しＪＡ山形中

央会の折原敬一会長が、11月22日ＪＡグループ福

島を代表しＪＡ福島中央会の管野啓二会長が青森

市を訪れ、ＪＡ青森中央会の雪田徹会長に、ＪＡ

グループ青森への豪雨災害見舞金を贈呈した。

　折原会長は「１日も早い復興を願っています」

と述べ、管野会長は「心からお見舞い申しあげま

す。ＪＡグループ同士助け合って行きましょう」

と述べた。

　雪田会長は「被災した組合員のため有効に活用

させていただきます」と述べた。

　青森県の農業関係被害額は農作物や農業関連施

設などで約155億円以上となっており、ナガイモ

などの地下作物の全容が把握できていないため、

さらに被害が膨らむ可能性がある。

　県農協青年部協議会の成田啓輔委員長は11月２

日、県選出国会議員７人に対し、持続可能な農業

の実現に向けた要請を行った。

　要請内容は、①飼料用米等の要件見直し、②野

菜価格安定対策事業と収入保険の同時利用の永続

化ならびに対象拡大、③肥料価格高騰対策事業の

春肥以降の継続についてなど５項目。10月31日、

11月１日に開いたＪＡ全青協の会議で議論し作成

した要請書の他、県独自に８月の大雨災害対策や

配合飼料価格高騰対策などを口頭で要請し、営農

継続に不安を覚える青年部員の切実な声を直接届

けた。

　成田委員長の要請に対し、滝沢求参議院議員は

ＪＡ青森中央会に８月豪雨災害見舞金 県選出国会議員に対し県農協青年部協議
会が要請

JA青森中央会 information　－ インフォメーション －

▲見舞金を渡す折原会長（右）と受け取る雪田会長 ▲滝沢議員（中）に要請する成田委員長（左）

▲田名部議員（中）に要請する成田委員長（左）

▲見舞金を渡す管野会長（中）と受け取る雪田会長（左）
と大場副会長
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「現在国会でも議論している内容であり、タイム

リーだ。みなさんの思いを代弁していく」とし、

田名部匡代参議院議員は「農業は重要な局面に差

し掛かっている。国の責任において農業を守る必

要がある」と述べた。

　県農協生活指導員連絡協議会は10月28日、西目

屋村で視察研修を行った。県内７ＪＡから11人の

生活指導員が参加し、ブナコ株式会社西目屋工場

と道の駅津軽白神ビーチにしめやを訪ねた。

　ブナコ株式会社西目屋工場では、工場見学と製

作体験を行い、青森県の豊富なブナ資源を有効活

用するために生まれた木工用品「ＢＵＮＡＣＯ」

について学んだ。

　道の駅津軽白神ビーチにしめやを会場に行った

研修会では、ＪＡにおける「くらしの活動」につ

いて、これまでの活動の振り返りや、現状抱える

課題などを共有し、今後の活動に向け理解を深め

た。

　生活指導員は、今回の研修内容を各ＪＡ女性部

活動などに活かし、組織活動の活性化につなげて

いく。

　「国消国産」の考え方や、食・農業の現状に対

する理解醸成を目的に、クイズに正解すると国産

の農畜産物があたる「乃木坂46と国消国産を学ぼ

う！」キャンペーンを、令和５年２月10日まで実

施する。

　特設ウェブサイトに掲載しているクイズに正解

すると、国産の農畜産物（５品目・各約3,000円分）

が合計500名にあたる。また、クイズに全問正解

すると、乃木坂46の特典画像を見ることができる。

①期間：令和４年12月１日（木）10：00～

　　　　12月31日（土）23：59

　A賞　野菜（国産野菜詰め合わせ） 100名

　B賞　お肉（国産和牛（すき焼き用）） 100名

②期間：令和５年１月10日（火）10：00～

　　　　２月10日（金）23：59

　A賞　お花（国産ガーベラ）   　100名

　B賞　牛乳（国産乳製品の詰め合わせ）　100名

　C賞　お茶（国産お茶葉） 100名

③特設ウェブサイト

　www.asahi.com/ads/

　nogizaka46ja/

くらしの活動の活性化へ　生活指導員研修

「乃木坂46と国消国産を学ぼう！」キャ
ンペーン

12月

　11日　　　第41回青森県「ごはん・お米と

わたし」作文・図画コンクール

表彰式（ホテル青森）

　12日　　　定例理事会（県農協会館）

　12日　　　令和５年度中央会予算編成およ

び組合賦課金にかかる組合長会

議（県農協会館）

　14～16日　県 JA協議会農業視察研修（高

知県、愛媛県）

　16日　　　次世代リーダー育成研修会・修

了レポート発表会（県農協会館）

行事（12／10～１／10）

▲ＢＵＮＡＣＯ製作をする生活指導員
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　ＪＡバンク青森では、2022年12月１日から
｢ＪＡバンクローン青森県産品応援キャンペーン」
を実施している。期間は2023年４月28日まで。
　このキャンペーンは、期間中にＪＡマイカー
ローン・ＪＡ教育ローン・ＪＡ多目的ローン・
ＪＡフリーローンのいずれかを新規でご契約され
た方全員に青森県産農産物をプレゼントするもの
で、Ａ～Ｄの４つのコースの中からお好きな商品
を選ぶことができる。

 

　ＪＡバンクローンの主な使いみちは次のとおり。

　ご利用は、ＪＡ窓口へのご来店以外にもイン
ターネットを使って「ＪＡネットローン」から24
時間365日いつでも簡単に申込みができる。
　キャンペーンの詳細や各ＪＡが取扱うローン商
品に関するお問い合わせは、最寄りのＪＡ窓口ま
で。

　農林中央金庫青森支店は、11月12、13日に青森
産業会館で開催された「第13回津軽海峡交流圏大
農林水産祭」に、ＪＡ青森の協力を得てＪＡバン
クＰＲブースを出店した。
　コロナ禍の影響で３年ぶりの開催となった今回
は、ＪＡバンクご利用者への感謝とＪＡバンクア
プリの利用者拡大をテーマに、よりぞうグッズが
もれなく当たるスピードくじを実施。ＪＡバンク
アプリをご利用中のお客様やその場でＪＡバンク
アプリをインストールしたお客様が抽選を楽しん
だ。長引くコロナ禍の影響で、来場者数は両日と
も例年を下回ったが、その場でＪＡバンクアプリ
をインストールいただいたお客様は、年齢も幅広
く、人数も当初の予想を上回った。
　また、今回初めて参加したよりぞうは、スタッ
フと一緒に、来場者へチラシやポケットティッ
シュなどを配布しＪＡバンクのご利用を呼びかけ
たほか、子供達と遊んだり記念撮影に応じたりし
て来場者を喜ばせた。
 

JAバンク青森 information　－ インフォメーション －

今年もやります！
ＪＡバンクローン青森県産品応援キャンペーン

第13回大農林水産祭にＪＡバンクＰＲ
ブースを出店

農林中央金庫
12月
　15～16日　ＪＡバンク青森アカデミー第７

期「管理職コース第3部」（アッ
プルパレス青森）

　19日　    ＪＡバンク青森運営協議会専門
委員会（ウェブ会議）

行事（12／10～１／10）
▲来場者でにぎわうＪＡバンクブース

 ＪＡマイカーローン 
Ø自動車・バイク・除雪機（いずれも中古含む）
の購入資金

Ø他金融機関・信販会社等からの借換資金（残
価設定型クレジット含む）

 ＪＡ教育ローン 
Ø就学されるご子弟またはご本人の教育に関
する全ての費用

Ø他金融機関・信販会社等からの借換資金と借
換えに伴う諸費用

 ＪＡ多目的ローン・ＪＡフリーローン 
Ø家電・家具購入や冠婚葬祭など、使いみちは
自由
※ただし、ＪＡ多目的ローンは資金使途証明が必要です。

Ø他金融機関・信販会社等からの借換資金と借
換えに伴う諸費用（ただし、負債整理は除く）
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　令和４年産より青森県内で先行販売される期待
の新品種「はれわたり」。10月29日から販売開始
となった。
　販売開始に向けて、ＪＡ全農あおもりパールラ
イスセンターでは23日から精米を、翌日24日から
は袋詰めを開始した。24、25の２日間で、初回納
入分として約２万５千袋（１袋２キロ）を袋詰め。
原料は全て県内ＪＡから仕入れたものだ。
　袋詰め２日目となる25日、この日は「新米」の
シール貼りや運搬など、作業員５人体制で出荷に
向けた作業にあたった。26日から県内スーパーへ
順次出荷となり、29
日に店頭に並んだ。
　全農あおもりパー
ルライス販売課の村
田武志課長は「県民
の皆さんに早く食べ
てもらい、新品種の
味を知って欲しい。
美味しい状態で届け
るために、精米や運
搬作業を丁寧に行っ
ていきたい」と話し
た。

　ＪＡ全農あおもりは10月26日、青森市のホテル
青森で青森米販売対策会議を開き、県外の米穀卸
売業者や県内ＪＡ、青森県から代表者らが出席。
令和４年産米の取組みや作柄状況を共有するとと
もに、対策について協議した。
　集荷について、作柄や、水田活用米穀および飼
料用米・備蓄米への取組みにより、前年産米を約
８千５百トン下回る８万1000トン（前年比91％）
と見込んだ。
　また、販売について、コロナ禍の長期化により
中食・外食産業の需要減少に拍車がかかり業務用
を中心に需給緩和状況が続いている中、令和５年
３月までに全量契約締結することや、同時期まで
に全体の35％にあたる２万8130トンを販売する目

標を掲げた。早期契約および計画的な販売、取引
先と連携したキャンペーンの展開による販売促進
で環境を整え、５年産米の集荷・販売へ円滑に移
行できるよう取り組みを進めていく。
　全農あおもりの雪田徹運営委員会長は「生産者
が安心して栽培できるよう、引続き事前契約や契
約栽培を柱とした安定的な取引をお願いしたい」
と卸売業者に対し協力を求めた。
　４年産米の品質概況は１等90％（前年同、10月
21日現在）。銘柄別に、青天の霹靂97％、つがる
ロマン89％、まっしぐら90％。また県は、県全体
の10アールあたりの予想収穫量は595キロ、作況
指数は「99」の「平年並み」と報告した。

　ＪＡ全農あおもりは10月26日、青森市の県農協
会館で高圧ガス第二種販売主任者試験対策講習会
を開き、県内ＪＡからＬＰガス業務に携わる担当
者らが参加した。この講習会は、11月13日に開催
された同試験の合格を支援するために開いたも
の。
　参加者は、高圧ガス保安法および液化石油ガス
保安法を対象とする法令科目と、保安管理技術科
目について、過去に出題された試験問題を中心に
学んだ。
　全農あおもり営農購買部の三浦強次長は「合格
率が低く難しい試験ではあるが、有資格者確保に
向けて頑張って欲しい」と話した。
　ガス販売所には顧客の保安確保の役割を担う業
務主任者１名およびその代理者１名の選任が最低
でも必要で、それには有資格者であることが選任
要件の一つになっている。また、有資格者が法定

新品種「はれわたり」精米・袋詰め作業
開始

高圧ガス第二種販売主任者試験対策講習会

青森米販売対策会議

JA全農あおもり information　－ インフォメーション －

▲新米のシールを貼る作業員

▲４年産米の販売について卸売業者に対し協力を求
める雪田会長
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人数を満たさない場合は事業停止となる。有資格
者の確保は、事業運営上、ＪＡの共通課題となっ
ている。

　ＪＡ全農あおもりと青森県牛乳普及協会は10月
31日、青森市の県農協会館で、８月25日から10月
20日まで展開した令和４年度第１回目となる「牛

乳ごっくんキャンペーン第１弾」のプレゼント抽
選会を開いた。合計13378件の応募の中から、当
選者180人を決定した。
　応募件数は過去最高であった（昨年度平均3683
件）。
　当選者には賞品として、あおもり和牛肩ロース
すき焼き用を50名様、乳製品詰合せを100名様、
などを合計180人にプレゼントした。

行事（12／10～１／10）

毎月放送！「Fresh Vegetable」

今後の放送スケジュール　夕方６時56分から！
・12月16日　ＪＡ津軽みらい「アルストロメリア」　・12月23日　ＪＡゆうき青森「黒にんにく」

10月21日放送
ＪＡ津軽みらい「にんじん」

放送内容はこちら

11月４日放送
ＪＡおいらせ「ごぼう」

放送内容はこちら

11月18日放送
ＪＡ八戸「山の芋」

放送内容はこちら

12月
　12日　　　運営委員会（県農協会館）

詳細はこちら

▲抽選する担当者ら

牛乳ごっくんキャンペーン第１弾プレゼ
ント抽選会

クイズに答えてあおもり和牛 or 乳製品詰
合せをＧＥＴしよう！キャンペーン実施中

▲法令について学ぶ参加者
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　ＪＡ共済連青森は11月16日、五所川原市プラザ
マリュウ五所川原でＪＡ共済ヘルスアップ講座を
開催した。
　この講座は、平成30年度から地域貢献活動（健
康管理・増進活動）の一環として実施しており、
健康に関する講演およびヘルスチェックを通じ
て、健康維持、管理に対する意識の高揚を図り、
併せて、笑いが健康に与える効果に着目し、笑い
と健康に関するイベントを実施することで健康づ
くりに寄与することを目的としている。
　今回は、今年度第１回目の開催となり、組合員
とその家族および地域住民を対象に総勢約150人
が参加した。
　講座では、ＪＡ共済がＪＡ女性組織の健康づ
くりのために開発した「ＪＡ共済レインボー体
操」を楽しく体験し、その後、弘前大学大学院医
学研究科社会医学講座特任教授の中路重之氏によ
る「短命県返上活動とメタボリックシンドローム」
と題した講演とヘルスチェックが行われた。
　昼には青森県産食材をふんだんに使用した彩り
豊かな「ＪＡ健康寿命100歳弁当」を提供した。

　午後は、日本整形外科学会理事・青森県立中央
病院整形外科統括部長の伊藤淳二氏による「骨の
健康診断～ロコモ・骨粗鬆症と認知症について～」
と題した講演とヘルスチェックが行われた。講演
終了後にはテレビでお馴染みのお笑い芸人おぼ
ん・こぼんの漫才により参加者全員の笑顔で会場
が溢れていた。

　ＪＡ共済連青森は、11月12・13日、青森市青森
産業会館（ロビー）、19・20日、弘前市さくら野
百貨店（４階エスカレーター前ホール）、26・27日、
おいらせ町イオンモール下田（１階パセリー菜横
広場）で「令和４年度ＪＡ共済青森県小・中学生
書道・交通安全ポスターコンクール入賞作品展示
会」を開催した。
　展示会では、書道半紙・条幅の部、交通安全ポ
スターの部の中から選ばれた「最優秀賞」、「特選」、
「準特選」の81作品が展示され６日間で1,800人以
上の来場者が会場を訪れた。
　来場者は「小・中学生が書いたとは思えないほ
ど上手だ」、「来年は賞を取れるように頑張りたい」
等たくさんの声を聴くことができた。

JA共済連青森 information　－ インフォメーション －

ＪＡ共済ヘルスアップ講座の開催

令和４年度ＪＡ共済青森県小・中学生
書道・交通安全ポスターコンクール入賞
作品展示会の開催

▲ＪＡ共済レインボー体操を行う様子

▲展示会の様子（青森産業会館）

▲中路重之氏（弘前大学大学院医学研究科社会医学
講座特任教授）による講演の様子

行事（12／10～１／10）

12月
　12日　　　運営委員会（県農協会館）
　13日　　　共済担当部課長会議（県農協会

館）
　14日　　　ＪＡ共済ヘルスアップ講座（ホ

テルニューキャッスル弘前）
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あおもり
東北農政局通信

あおもり
東北農政局青森県拠点

地方参事官室
℡：017-775-2151

連絡先
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　農業における労働力不足は生産者の高齢化とともに深刻化している。こうした課題への足掛かりとして、
ＪＡ青森中央会とＪＡＬが共同で農作業体験の実施による「関係人口の創出」に取組んでいる。
　今回は、都市部の大学生が都市部と地域を定期的に行き来し、りんごの収穫体験を行うアグリーンシッ
プについて紹介する。
※関係人口…移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々と多

様に関わる人々のこと（総務省ホームページより）

１．アグリーンシップの事業概要
　アグリーンシップは日本一のりんご生産量を誇る青森県を対象に、学生が収穫等の作業を複数回体験す
ることで都市と地域を定期的に行き来する仕組みを創出する事業である。
　ＪＡＬが企画コーディネートとＳＮＳによるプロモーション活動を行い、連携団体である TABIPPO
学生支部はメンバーの選出とプロモーション素材の提供、ＪＡは受け入れ農家の調整等を行う。定期的な
地域への訪問とプロモーション活動により「関係人口の創出」と労働力不足や地域産品のプロモーション
といった「地域の課題解決」の達成を目的としている。
　ＪＡＬによるプロモーション活動としては、作業の様子等をＳＮＳに投稿し青森県や農業、本県農産物
の魅力に関する情報発信を行うとともに、抽選で地域産品をプレゼントする内容になっている。こうした
取組みにより、若年層をターゲットにした認知度向上を図る。
　今年度の実施日程は、２泊３日の日程を計３回実施した。１日目は農作業体験前にＪＡ職員からりんご
の生態について講義を受けた後に、園地に出向き農作業体験を開始した。２日目から３日目の午前まで農
作業と意見交換を行った後、午後からＪＡの加工場見学を実施した。

２．事業効果と課題
　当事業の主な効果として、次のことがあげられる。

　このように農家と学生の双方に利点が生じる事業である一方、課題も存在する。
　主な課題として、①地域への訪問を継続化する仕組みづくり、②情報発信力の強化、③学生が負担する
費用があげられる。特に①については、一時的な作業体験ではなく継続的に農家と交流を持ち、地域との
深い関係を築くことで、訪問した地域が「第３のふるさと」となるよう事業内容を改善していかなければ
ならない。

３．まとめ
　農業労働力不足は長年問題視されてきたが、課題の解決には長期的視点での労働力確保と、これまで農
業に関連のない人を取込むといった労働力の新規開拓を行うことが必須である。今後は、アグリーンシッ
プによる若年層での「関係人口の創出」を労働力不足の根本的解決の１つのアイテムとして取組みを図っ
てまいりたい。

（中央会　農業対策部）

実践  農業者支援
労働力不足解決に向けた「関係人口の創出」
～アグリーンシップによる取組み～

農家への効果

・一時的な労働力の確保
・情報発信による本県農業の魅力・認知度の向上
・農家の現状と課題への理解醸成（支援する動機になる）
・地域農産物の積極的選択による消費拡大

学生への効果 ・普段触れることのないりんごの作業ができる（価値ある経験が可能）
・地域住民との関係構築、有名観光地以外への訪問機会を得られる

その他効果 ・地域店舗利用・情報発信による地域への経済効果
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１．はじめに

　これまでも、早期警戒制度を踏まえたリスク情報戦略への対応について説明してきたが、本県として今
年度中に具体的な取り組み内容（リスク）を洗い出し、令和５年度からモニタリングを開始することを目
標に進めることから、今回は具体的な取り組み方法について説明したい。

２．総合的な監督指針におけるリスク管理の主な着眼点

　同指針においては、リスク管理を行ううえで理事会に求められる主な機能を次のように規定している。
（１）戦略目標を踏まえたリスク管理の方針を明確に定め、組織内に周知しているか。また、理事会はリ
スク管理の方針を定期的又は必要に応じ随時見直しているか。

（２）定期的にリスクの状況の報告を受け、必要な意思決定を行うなど、把握したリスク情報を業務の執
行、管理体制の整備等に活用しているか。

　このように、適切な経営判断を可能とするために、ＪＡを取り巻く重要なリスクを理事会でモニタリン
グすることの重要性を訴えている。

３．求められる２つのガバナンス

　理事会でリスク管理を行う方法としては、２つのガバナンス機能をモニタリングすることがあげられる。
（１）守りのガバナンス
　各事業において財務リスク、オペレーショナルリスクを洗い出し、その中でも経営に大きな影響を
与えるリスクについて、定期的に理事会に報告され対策を講じなければならない。なお、同ガバナン
スは、内部統制システム基本方針においても重要な取り組みとして位置づけられていることを再認識
しなければならない。

（２）攻めのガバナンス
　持続可能な収益性・将来にわたる健全性確保に向けたビジネスモデル・経営戦略のうち重要な項目
について、定期的に理事会に報告され適宜見直しを行わなければならない。具体的には、中期計画、
単年度計画における重要な数値目標の進捗管理を理事会で行うことである。

４．運用に向けての準備

（１）守りのガバナンス
　リスクカテゴリーごとに検出されるリスクを部署ごとに洗い出す作業から始める必要がある。
　一般的な検出リスクについては本会から提供することとなるが、それ以外にＪＡ独自のリスクも存
在する可能性があることから、部署ごとに協議が必要になると思われる。

（２）攻めのガバナンス
　令和３年度の業務報告書から、自己改革工程表を作成し開示している。その中で経営基盤強化対策
として掲げている項目があるが、それが持続可能な収益性・将来にわたる健全性確保に向けたビジネ
スモデルへの取組みとなる。よって、自己改革工程表に記載の項目のみならず、攻めのガバナンスと
して重要と判断した項目を洗い出す必要がある。

５．さいごに

　令和５年度から２つのガバナンスのモニタリングを開始するためには、職員への周知はもちろんのこと、
理事会へ提案する常勤役員の理解が最も重要になると思われる。本会としては、各階層への周知および実
務作業への取組みを支援していきたい。

（中央会　経営対策部）

経 営 の 窓 口経 営 の 窓 口
◆ＪＡガバナンス・内部統制の確立に向けた取り組みについて

～令和５年度からモニタリング開始～
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　ＪＡ青森中央会などの構成団体からなる津軽海峡交流圏「大農林水産祭」実行委員会が主催する第13回
津軽海峡交流圏「大農林水産祭」が11月12日（土）、13（日）の２日間で開催された。このイベントは「青
森の食の魅力」を県内外に発信するため、青森県の豊かな農林水産物や加工品、ご当地グルメなど、さら
に南北海道からの出店商品を紹介、販売するイベント。2020年
と2021年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止となっ
ていたが、来場者の導線管理検温、イベント会場内での試食提
供、飲食サービス・抽選会の中止など、感染症対策を徹底し３
年ぶりに開催された。コロナウイルス感染症の影響の他、密を
避けるべく事前告知を縮小したこともあり、２日間で7,880人
と過去の来場者と比べると少なかったが、大きなトラブルもな
く来場者はお目当ての品を購入したり、各ブースイベントに参
加したり楽しんでいた。
　イベント初日の11月12日（土）には開会セレモニーが開催され、青森県知事、青森市長から祝辞が寄せ
られたほか、ＪＡ青森中央会雪田会長らによるテープカットが行われた。
　イベント会場では延べ64店のブースが設けられ、北海道ジンギスカンや十三湖のシジミなど青森県内産
や北海道産の様々な品が並べられた。ＪＡグループからも「ＪＡふるさと市」として多数の出店が行われ、
「各ＪＡ・ＪＡ青年部・ＪＡ女性部」などが、リンゴやゼネラル・
レクラーク、ナガイモやニンニクなど、旬の農産物の販売を行っ
た。「県女性組織協議会」からは「青森米と旬の青森農作物の
２色ゼリー」などの料理レシピの紹介や、女性部活動のＰＲを
行った。また、ＪＡバンク青森はＪＡバンクアプリの推進を行
い、ＪＡ共済連青森は、交通安全意識を高めてもらおうと、交
通安全危険予測シミュレータ（自転車編・歩行者編）を設置し、
来場者に交通事故の未然防止の呼びかけと共済事業に関わる広
報活動を行った。
　ＪＡ青森中央会では、県内のＪＡを身近に感じてもらおうと、３歳～小学生くらいまでを対象とし、県
内10ＪＡの加工品などが当たる抽選会と、ＪＡグループが進めている「国消国産」をＰＲするため、乃木
坂46「クリアファイルと学習帖」を配布すると同時に「国消国産」の普及状況を確認するためのアンケー
ト調査を実施した。アンケートは169人に回答をいただき、うち約49.1%が「国消国産」を認知している
と分かり、主に「テレビ」を通じて認識した方が多かった。
　３年ぶりに開催された「大農林水産祭」は、コロナウイルス
感染症の流行前と比べると、様々な面で縮小された開催となっ
たが、コロナ禍でのイベント開催はまだまだ手探りの点が多く
改善の余地が多くあったと感じる。しかし「青森の食の魅力」
をもっと県内外に発信するためにも、津軽海峡交流圏「大農林
水産祭」実行委員会と今後も協力し、次年度以降もイベントが
開催できるよう、また更に大きなイベントへと成長できるよう
ＪＡグループとして取り組んでいければと思う。

（中央会　農業対策部）

組 織 農 政 通 信組 織 農 政 通 信
～３年ぶりの開催～　第13回津軽海峡交流圏「大農林水産祭」

▲中央会ブースの様子

▲大農林水産祭の会場の様子

▲テープカットをする雪田会長ら
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　ＪＡつがる弘前無料職業紹介所は、青森県
における農福連携の一環で、障害者が農作業
に従事する「チャレンジ農福」の取り組みに
協力した。
　中南地域県民局農林水産部農業普及振興室
が、同ＪＡに福祉事業所を紹介。同ＪＡが求
人登録をしている組合員に聞き取りし、その
中で障害者雇用の希望がある農家とのマッチ
ングを行った。障害者就労の拡大と農業労働
力確保を目指すことで、持続可能な開発目標
（ＳＤＧｓ）の８「働きがいも経済成長も」、
17「パートナーシップで目標を達成しよう」
につながる。
　同ＪＡ管内で８月29日～ 31日、９月27 ～
29日、10月11 ～ 12日の計８日間、福祉施設

利用者２～３人と施設指導員１人の班構成で延べ37人が、刈った雑草を集める作業やリンゴの葉取り作業を行った。
　作業を受け入れた農家の１人は「障害者雇用は初めて受け入れた。今後農福連携に関する窓口がどの機関なのか
分かりやすくなれば普及すると思う」と期待を込めた。
　無料職業紹介所が設置されている同ＪＡ農業振興課農業振興係の阿保周吾係長は「今後も県と協力し農福連携の
取り組みを広げていきたい」と話した。

　ＪＡ相馬村は、管内の弘前市立相馬小学校
３年生のリンゴ体験学習に協力している。
　農や食への理解を育む目的で、地域の連携
のもと実施される授業は、持続可能な開発目
標（ＳＤＧｓ）の４「質の高い教育をみんな
に」、17「パートナーシップで目標を達成し
よう」につながっている。
　同体験学習は、児童が同じ園主の畑に通い、
授粉や収穫など計６種類の作業を同じ木に対
して行うもので、かつて市町村合併前の旧相
馬村時代にも実施されていたが、学校と保護
者の負担が大きく、一時衰退していた。
　しかし小学校一帯をリンゴ畑が囲む立地
や、保護者に農家が多いことから復活させる
ため①１年ごとに園主を持ち回りで交代する

こと②ＪＡ女性部とＪＡ営農指導員が協力すること、の改善策を取り入れ2012年から再度実施されている。
　同校教諭は「地域の皆さんのサポートのおかげで実施できる授業」と感謝を伝え、同ＪＡ女性部の田澤真由美部
長は「体験学習を通じて子どもたちが地域の魅力を知り、郷土愛に満ちた大人に成長してほしいと考えており、今
後も継続して取り組みたい」と話した。

農福連携に協力　農家と障害者橋渡し

リンゴ体験学習　一連の作業同じ木で

すすめ！
ＳＤＧｓ
すすめ！
ＳＤＧｓ
すすめ！
ＳＤＧｓ

作業する福士施設利用者ら

リンゴ体験学習を通して交流する田澤部長 ( 左 ) と児童



1 6●ＫＩＺＵＮＡ December 2 0 2 2

ＪＡ全農あおもり　
　営農購買部　営農対策課
　　土

と

岐
き

鈴
れい

夏
か

　さん

●プロフィール
2020年４月から勤務　弘前市出身　25歳

輝き
働くきっかけは？ 

　大学で農業について学んでいたので、農業に関する職に就きたいと思っていました。大学ではＪＡについて学ぶ講
義が多くあり、学科の先輩もＪＡグループに就職する人が多くいました。

業務内容を教えて下さい。 
　土壌に含まれる養分量や pHなどを分析し、その結果をもとに処方箋を作成しています。　

働いた感想は？ 
　入会１～２年目はりんご課に配属され、初めての業務がりんごの品質調査でした。入会前に想像していた業務内容
とかなり違っていたので、自分で大丈夫かなあという気持ちがありました。　
　　　　
仕事をする上で、日頃心がけていることは？ 

　優先順位を決めて取り組むようにしています。土壌分析中は土壌サンプルの準備・分析・片付けなど、それぞれに
かかる時間を考慮しながら作業しています。　

特技・趣味は？ 
　最近は絵本作家のヨシタケシンスケさんの作品をみるのが好きで、インスタグラムに投稿されるスケッチを毎日
チェックしています。

あなたが自慢できることは？ 
　自慢になるかはわかりませんが、自分の名前の読み方です。「れいか」という名前の人は同級生などに何人かいま
すが、「鈴夏」と書いて「れいか」と読む人にはまだ会ったことがないのがちょっとした自慢です。　　　

将来の夢は？ 
　どんな時でもご飯がおいしいと思える人生を送りたいです。　

　木村透さん（45）は、三沢市でナガイモ、ゴボウ、ニンジン、水稲を栽培している。31歳の時に家業を
継いで就農した。
　ＪＡおいらせ青年部三沢地区、ＪＡラジヘリ協議会、ＪＡ人参（にんじん）オペレーター協議会に所属
しさまざまな面で地域を支えている。
　木村さんは夫婦２人で農業を営み、繁忙期はアルバイトを雇い作業をしているが、年々労働力の確保は
難しくなっている。
　「家族だけで行う農業は限界がある。今は元気な親世代も10年、20年先は仕事ができるわけではない。
複数の農家がみんなで作業をした方が効率が良い」と、いずれは新しい体制を整えなければならないと木
村さんは考える。
　今後は作業効率アップと作業員の負担軽減のために、ナガイモの植え付け間隔を狭めて面積当たりの収
量を増やすことや、今は作付けしていないニンニクの生産にも取り組みたいと意欲的に計画している。

誉
地域向き

合い支え
る

人
参
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て収穫

す
る
木
村
さ
ん
㊨
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催事カレンダー
開催日時 ＪＡ名 イベント名 開催場所

問合せ先
備考

部署 電話番号
12月28日
９時～13時 ＪＡ全農あおもり 第17回農林水産物

歳末市
県農協会館
１階ロビー 広報宣伝総合課 017-729-8637

■ＪＡ青森中央会　　https://www.ja-aomori.or.jp/chuoukai/
　　　イベントの様子､ 歳時記､ 産直・ＪＡ情報などをご覧いただけます。
■ＪＡバンク青森　　https://aomori.jabank.org/
　　　商品・サービスのご案内のほか、マネーシュミレーションや全国のＪＡバンクへのリンク等をご覧いただけます。
■ＪＡ全農あおもり　https://www.zennoh.or.jp/am/
　　　生産量日本一のりんご・にんにく・ごぼうをはじめとした農畜産物情報や活動状況、中古農機情報を紹介しております。
■ＪＡ共済連青森　　https://www.jakyosai-aomori.jp
　　　ＪＡ共済のご案内のほか、地域貢献活動の取組みを紹介しております。

ホームページアドレス

　旧暦12月を「師走」「師馳」（し
わす・しはす）または「極月」（き
わまりづき・ごくげつ・ごくづき）
と呼び、「師走」「極月」は、新暦

の別名としても用いられる。
　英語の月名 December は、「10番目の月」で、
ラテン語で「第10の」の decem に由来。
　12月といえばクリスマス。イエス・キリストの
誕生を祝う日で、クリスマス・イヴは、「前夜」
という意味でなく「evening」（夕方）という意
味で、24日の夜のことを指すそうです。
　年越しそばを食べる理由は、細く長く健康長寿
を願うため。関西ではそばではなく、運を呼ぶた

め長く太く願うという意味から、うどんを食べま
す。
　以上、12月についての豆知識でした。
　それでは皆様、「SEE YOU ON JANUARY!」

（一）

ＪＡ人の動き

〇ＪＡ青森中央会（令和４年11月８日付）
副会長理事 大　場　　勉（新）
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青森から３つの「美味い！！」

つがるロマン
TSUGARU  ROMAN

青 天 の 霹 靂
SE ITEN  NO  H EK I R EK I

まっしぐら
MASSH I GURA

 　　

FAX729-8803 26
JA

00175 772 11433

JR

QR

一般社団法人日本旅行業協会（JATA）の正会員です。
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